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５ 傷病分類別の総患者数 

総患者数を傷病分類別でみると、多い順に「Ⅸ 循環器系の疾患」20,411千人、「ⅩⅠ 消化器系の疾

患」17,619千人、「Ⅳ 内分泌，栄養及び代謝疾患」11,479千人となっている。（表７）。 
 

表７ 傷病分類別にみた総患者数 

 

注：総患者数は、表章単位ごとの平均診療間隔を用いて算出するため、男と女の合計が総数に合わない場合がある。 

 

※ 総患者数（傷病別推計）とは  

   ある傷病における外来患者が一定期間ごとに再来するという仮定に加え、医療施設の稼働日を

考慮した調整を行うことにより、調査日現在において、継続的に医療を受けている者（調査日に

は医療施設で受療していない者を含む。）の数を次の算式により推計したものである。 

   総患者数＝推計入院患者数＋推計初診外来患者数＋（推計再来外来患者数×平均診療間隔×調

整係数（6/7）） 

 

（単位：千人） 令和２年10月

Ⅰ 感染症及び寄生虫症 1 801  841  959 
Ⅱ 新生物＜腫瘍＞ 4 656 2 086 2 572 
Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害  346  105  241 
Ⅳ 内分泌，栄養及び代謝疾患 11 479 5 287 6 192 
Ⅴ 精神及び行動の障害 5 025 2 242 2 782 
Ⅵ 神経系の疾患 3 667 1 721 1 948 
Ⅶ 眼及び付属器の疾患 7 974 3 019 4 960 
Ⅷ 耳及び乳様突起の疾患  964  396  569 
Ⅸ 循環器系の疾患 20 411 9 825 10 587 
Ⅹ 呼吸器系の疾患 5 666 2 769 2 897 
ⅩⅠ 消化器系の疾患 17 619 7 387 10 232 
ⅩⅡ 皮膚及び皮下組織の疾患 5 519 2 486 3 033 
ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 9 945 3 234 6 711 
ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患 4 061 1 914 2 150 
ⅩⅤ 妊娠，分娩及び産じょく  150 ･  150 
ⅩⅥ 周産期に発生した病態  68  38  30 
ⅩⅦ 先天奇形，変形及び染色体異常  280  138  143 
ⅩⅧ  940  372  568 
ⅩⅨ 損傷，中毒及びその他の外因の影響 2 061  907 1 155 
ⅩⅩⅠ 健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 9 151 3 373 5 777 
ⅩⅩⅡ 特殊目的用コード  19  11  7 
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※※ 総患者数の推計方法の見直し 

 総患者数の推計には推計患者数、平均診療間隔及び調整係数を用いている。このうち、平均診療間

隔は、診療間隔が極端に長い場合は継続的に医療を受けているとせず、再来ではなく初診とみなす方

が適当であるとの考え方により、推計の対象となる「前回診療日から調査日までの日数」に算出上限

を設け算出している。 

この算出方法は、集計開始当時の受療状況を加味して設定されたが、近年の疾病構造の変化や医療

技術の向上などにより診療状況に変化が生じていることを踏まえ「患者調査における「平均診療間隔」

及び「総患者数」の算出方法等の見直しに関するワーキンググループ」において検討し、平成29年調

査まで算出上限日数を30日（31日以上は除外する）と設定していたものについて、令和２年調査以降

は、算出の上限日数を98日（99日以上は除外する）にする見直しを行った。 

   

詳細はこちら 

「患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直し方法や、令和２年

調査の方法と同様の方法で推計した平成 23 年から平成 29 年調査までの結果について」 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/10-20-oshirase-2022-1.html 

  


